
Sabae Rotary Club
鯖江ロータリークラブＲＩ第2650地区

創立１９５９年１０月２日　  承認１９５９年１０月４日 http://sabaerotary.com/
WEEKLY REPORT

2019-2020年度

会　長　清 水　康 弘

鯖江ロータリークラブ会長方針 2019-20年度  国際ロータリーテーマ 2019-20年度  第2650地区スローガン

心で繋がろう心で繋がろう
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みんなに公平か
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福井県内ＲＣ例会日 無印：１２：３０－開始 Ｋ　：１８：３０－開始 Ｌ　：１９：００－開始

武生府中ＲＣ(越前たけふ農協会館)
勝山ＲＣ(勝山市民活動センタ－) 大野ＲＣ(大野商工会議所会館) Ｌ 敦賀西ＲＣ(ニュ－サンピア敦賀)
武生ＲＣ(武生商工会館) 敦賀ＲＣ(福井銀行敦賀支店)

月曜日 福井東ＲＣ(ＡＯＳＳＡ) 若狭ＲＣ(ｻﾝﾎﾃﾙやまね･7-12月ﾎﾃﾙせくみ屋) 金曜日 福井あじさいＲＣ(ﾎﾃﾙﾘﾊﾞ-ｼﾞｭｱｹﾎﾞﾉ)木曜日 福井ＲＣ(ユア－ズホテル福井)

Ｋ 福井ﾌｪﾆｯｸｽＲＣ(ｻﾞ･ｸﾞﾗﾝ ﾕｱ-ｽﾞﾌｸｲ) Ｋ 丸岡ＲＣ(丸岡城のまちｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-)
火曜日 福井南ＲＣ(福井繊協ビル) 水曜日 福井北ＲＣ(ｻﾞ･ｸﾞﾗﾝ ﾕｱ-ｽﾞﾌｸｲ) 福井西ＲＣ(ﾊﾞ-ﾄﾞｸﾞﾘ-ﾝﾎﾃﾙ･ﾚｼﾞ-ﾅ)Ｌ 福井水仙ＲＣ(福井パレスホテル)

三国ＲＣ(三国観光ホテル)
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   11/8(金) 11月第3例会
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結婚祝 誕生祝

会　長　の　時　間

幹　事　報　告

出席率61.9％
鯖江商工会議所３階中ホール

勤続表彰

大島　恒彦　会員
幸道　森市　会員
瀧ヶ花 秀晃　会員
馬場　一彦　会員

西尾　俊一　会員
岩尾　顕治　会員
馬場　一彦　会員

卓話

テーマ

点鐘：12:30

テーマ

清水　康弘　会長
　１０月２７日の６０周年記念式典では、本当にご苦労様でした。開式前
のお客様のご接待にもたくさんの会員がかかわって頂きました。
　記念式典も滞りなく終わり、松原六郎ガバナーエレクトのここでしか聞け
ない内容で大変盛り上がりました。後で木村明先生に「ここまで話してくれる

とは思いませんでした。」と言ったら「うちの大学は縦社会ですから」の一言でかたずけられました。
　懇親会のオープニングセレモニー虹のはし合唱団には他の会長さんから「鯖江には凄いものがあ
るね」とか「うちにも来てもらえるのかな」とか言われ大変好評でした。あのガバナーすら自分のカメラ
を取り出して写されていました。やんしき踊りもマジックも好評で、お客様にも満足して帰っていただ
けたと確信しております。会員皆様のおもてなしの心に感謝いたします。
　また、姉妹クラブとの２次会にもたくさんの方にご出席いただき、大変盛り上がりました。尼崎東の
方を窪田会員と２人で駅のホームまでお見送りしたのですが窪田会員の男気に惚れて、窪田会員の
ことを兄貴と呼んでおられました。
　その後村上との３次会にもたくさんの方がお付き合い頂き、大変盛り上がっておりました。
これは私の自画自賛ではないと思っていますが・・・
さて　これより通常に戻ります。各委員長さんには計画をしていた事業の遂行をお願いいたします。

橋 本   政 宣   会 員
「遺墨展」について

梅  田　行  弘　様
｢裁判員制度より多くの方に参加していただくために」
福井地方検察庁　検察広報官

南　和  彦　様
「相続（贈与を中心に）について」
税理士事務所

開 会 点 鐘
四 つ の テ ス ト
国 歌 斉 唱
ロ - タ リ - ソ ン グ
会 長 の 時 間
幹 事 報 告 等
プ ロ グ ラ ム
閉 会 点 鐘

「それでこそ
　　ロータリー」
幸道　森市
　ソング副委員長

ロータリーソング

酒井　雅憲　幹事
　６０周年記念式典、本当にありがとうございま
した。特に事前準備を色 し々て頂いた方には感謝
申し上げます。
　本日例会後に理事会を開催しますので、関係

者は事務局にお集まりください。
　１２月の年次総会に向けて、次々年度会長選出の告知をさせていただ
きます。皆様よろしくお願いします。
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１　６０周年記念式典お疲れ様でした。
２　６０周年式典ありがとうございました。
３　誕生祝ありがとうございました。
４　橋本会員の卓話をたのしみに

テーマ

にこにこＢＯＸ報告

橋 本   政 宣   会 員 「遺墨展」について

５　結婚記念のお祝いを頂いて
６　勤続表彰を頂いて
７　勝手ながら早退します
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委　員　会　報　告

日本事務局からのお知らせ
2019年10月のレートは、1ドル＝108円です
（10月レート適用は、10月１日（火）以降に弊局口座へ着金対象）

会員
卓話

清水　康弘　会員
幸道　森市　会員
幸道　森市　会員
梅田　吉臣　会員
帰山　明朗　会員
野中　敏昭　会員 
牧野　友美　会員
佐野　直美　会員
岡本　圭子　会員
吉田　俊博　会員
西尾　俊一　会員

卓話者紹介
　西尾　俊一　プログラム委員長
　本日は会員卓話として、橋本政宣様に「遺墨展」
についての卓話を頂きます。毎月第１例会を会員
卓話とさせて頂いていますので、皆様是非お願いし

たいと思います。
卓話　橋本　政宣　会員　
　　　テーマ「遺墨展」について
　今、「まなべの館」に於いて間部詮勝遺墨展とい
うものをやっております。これは舟津神社、橋本家に
所蔵するものを３０点ばかり展示しております。

　間部詮勝さんは、お手元資料の「はじめに」に書きましたように、越前鯖江
の間部藩七代藩主です。五代詮熈の三男で、文化十一年（1814）九月兄の
詮允の若死により藩主となりました。幕末動乱のさなかの安政五年（1858）
六月幕府が日米修好通商条約に調印した直後、老中となり勝手掛・外国掛
に任じ同九月条約無勅許調印弁疏のため上京しますが、すでにその途次か
ら廷臣・志士に断固たる処置で臨むとの決意を告げ、安政の大獄を断行し
ました。この点、悪評は否めませんが、実は粋人でもあり、ことに書画を能く
し、松堂の号を以て世に著聞し、今に多くの遺墨が伝存しています。
　詮勝は、鯖江の産土神である舟津神社を篤く崇拝し、奉納の品も多いで
す。舟津神社竝に橋本神主家伝来の書幅、近年由縁により収集した遺墨を、
令和元年御大典の年にあたり、茲に特別展観することとした次第であります。
一、間部詮熈三男鉞之進の家督相続と鯖江藩主就任
　間部家は、享保五年に越後村上から転封になります。これが1720年の事
ですけど、実際鯖江に来たのは翌年享保六年の事です。下見に来た家来が
言うことには、鯖江は非常に寒村で本山の周りに家が十数軒あるようなとこ
ろだと報告しております。鯖江の城下は北陸街道の西側は西鯖江村、東側
は東鯖江村、その両方から少しずつ土地を召し上げて、そこに鯖江町を作り
ました。西鯖江村も東鯖江村も鯖江町も舟津神社の氏子であります。
二、間部詮勝と舟津神社
　舟津神社は、鯖江七郷の総社として享保五年（1720）九月越前鯖江五万
石に封ぜられますと、享保六年六月には間部家の祈願所となり、歴代藩主の
鯖江入部・出立の際などには道中安全祈願の社参があり、長寿・元服・厄年
・病気等祈願のことなどは『舟津記録抄』に詳細に見えています。特に鉞之
進さんはお兄さん（間部詮允）が25歳の若さで急に亡くなられ、急遽江戸ま
で行って家督相続の手続きをします。その時ご生母が何とか無事に江戸へ

幸道　森市　60周年記念実行委員長
　１０月２７日（日）６０周年記念式典、本当にあり
がとうございました。会長からも幹事からも言われま
した通り、心から感謝申し上げます。
　６０周年記念事業という事で、９月に防災関係の

講演をさせていただいて、今お願いしていますのが青少年奉仕・国際奉仕
が協働で６０周年の冠を付けた事業を何かやりたいという事で、企画して
もらっています。多分、２～３月になると思いますが、行う際にはよろしくご
協力いただきますようお願いいたします。

大橋　良史　会員
窪田　健一　会員
齋藤 多久馬   会員
瀧ヶ花  秀晃   会員
大島　恒彦　会員
西尾　俊一　会員
孝久　治宏　会員
増永　英彦　会員

まなべあきかつ

あきさね

あきひろ

うぶすながみ

出立できるように、家督を相続できるように、舟津の神様にお願いしますと
信仰されまして、詮勝さんも舟津神社を非常に崇敬されまして、いろんなも
のをご寄進されています。間部詮勝遺墨社號額「舟津大神宮」は、初めて社
外に出されたもので、「まなべの館」に展示してありますから是非ご覧くださ
い。それは篆書で書かれていまして、詮勝様のご署名もあります。また、舟津
神社の第一鳥居（今は舟津一丁目入口の所に移築されております）もご寄
付されています。
三、間部詮勝の出生日の問題　
　詮勝の生年は『間部家譜』では文化元年（1804）二月十九日となっていま
すが、同書の厄年祈願の記載、年齢確認の文書から、正しくは享和二年
（1802）三月二日であったことが、判明しています。厄年というのは男は二十
五歳・四十二歳とその前後です。その時にはお祓いをするわけですが、神主
としては出生がどうなのかが問い合わせた文書があります。橋本筑前（政恒）
（私の六代前神主）が問い合わせた内容に、小堀十郎（鯖江藩：役職未定）
が返事をした内容によりますと、「昨日者　御手紙被下候処、取込故、早々
御返事　得御意、然ル處　殿様御誕生日之儀御尋、得与吟味仕候處、享和
二　壬戌年三月二日ニ御坐候間、左様思召可被下候、此段得　御意度、如
此御坐候、以上、極月廿五日」と書いてありまして、享和二年（1802）三月二
日生まれとなります。また、「世を憶うも因無し　云々」という間部詮勝さんの
実際に作った詩でありますが、それに「壬申（明治五年）」の年に書いたもの
で七十一歳という年齢から逆算しますと、享和二年と明かになりました。
四、間部詮勝の遺墨
　詮勝さんが漢詩を作って書いたものはたくさんあるはずですが、ほんの
一部しか残っていません。書画を収集してそこから漢詩を集めれば漢詩集
が出来るだろうと、間部詮勝の漢詩を明らかにしていきたいと思います。
五、間部松堂（詮勝）の款防印と落款印
　書画などの初めのしるしとして押す印を款防印
といいます。資料の一番上の列がそうです。偽物と
区別するには、款防印と落款印が縦でセットの物
が本物で、違ったら偽物という訳です。心に止めて
いただければ幸いです。

えつのしん

かんぼういん らっかんいん


